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畑学長）。そこをどう融合させて学生

1人ひとりの希望進路を実現させたら

いいのかに配慮しているという。

正課の授業では、1年～3年次にキャ

リア科目を取り揃える。初年次にキャ

リア科目を置いたのは99年。その後、

2009年に3年次、2011年に2年次と広

げてきた。「現在1年次全員が履修指

定の『キャリア開発A・B』は、将来に対

する意識づけに主眼を置いた入門的

な科目です。講義形式が軸ですが、グ

ループワークも行い、公務員志望が多

い法学部なら地元の八尾市消防局の

方に公務員として働く意義について

お話し頂く授業等、外部講師を適宜入

れた形です」。

2年次の「キャリアデザイン演習A・

B」では、社会人に求められる諸要素、

社会人基礎力、といった課題を設定

し、グループディスカッションやグ

ループワークを通じて自己理解と社

会・職業理解を深め、発表まで授業の

中で行う。父母やアルバイト先等、身

近な社会人をインタビューし、授業で

発表する課題等も盛り込まれている。

という要望が学部学生で35%に達し

ていたことです。

一方で同じ頃、司法試験や公認会

計士試験の合格者、大学院進学者が

増加してきました。そこで、元々公認

会計士試験対策等を先生が手弁当で

教えていたものを制度化し、1997年度

から、法職、会計職、大学院進学の3つ

を特修講座Sコースとして開設した

という経緯でした」。

Sコースを担当する教務部エクス

テンションセンターでは、その他20以

上の資格講座も展開している。受講

料は1万円～2万円と低額に抑えられ、

補助制度もある。

1990年代後半から正課・正課外で

取り組んできたキャリア支援は、2012

年の八尾駅前キャンパスの新設で

いっそうの充実をみた。

「基本的に3年生4年生がメインの

キャンパスなので、少人数制の授業を

行う前提で、教室は最大でも99名用

です。ある意味キャリア教育といい

ますか、少人数の双方向授業によっ

て、一方的に話を聞くだけでなく、発

3年次の「キャリア演習A・B」は、自己

分析、業界・企業分析等ガイダンス的

な内容が中心だ。

これら以外に、「公務員特別演習」と

いうキャリア科目もあり、公務員志望

者は2年次でそちらを履修する。

正課外のキャリア支援でまず挙げ

られるのは、開設から20年の歴史を

持つ特修講座「Sコース」だ。公務員

試験、会計専門職、法律専門職、大学

院進学の4分野の各種講座を、無料で

受講できる。最近は公務員受験のた

めの講座を設ける大学が増えている

が、その多くは有料。10万円前後の受

講料も珍しくはない。

そして、コース開設当時を振り返っ

てこう説明する。「1995年の『教育白

書』で、大学大衆化時代を迎えて、学生

の多様な教育ニーズに応えていくこ

との必要性が指摘されました。中で

も本学が着目したのは、資格取得に役

立つカリキュラムを充実してほしい

大学は、最終学歴となるような「学

びのゴール」であると同時に、「働くこ

とのスタート」の役割を求められ、変

革を迫られている。キャリア教育、

PBL・アクティブラーニングといった

座学にとどまらない授業法、地域社

会・産業社会、あるいは高校教育との

連携・協働と、近年話題になっている

大学改革の多くが、この文脈にあると

いえるだろう。

この連載では、この「学ぶと働くを

つなぐ」大学の位置づけに注目しな

がら、学長及び改革のキーパーソン

へのインタビューを展開していく。

各大学が活動の方向性を模索する

中、様々な取り組み事例を積極的に

紹介していきたい。

今回は、社会科学系の特色ある中

堅大学を目指し、多様なキャリア教

育を充実させている大阪経済法科大

学で、田畑理一学長にお話をうか

がった。

大阪経済法科大学の田畑理一学長

は「本学が本格的な改革を開始したの

は、2012年に八尾駅前キャンパスを建

設したのが契機です」と語る。2014年

に経済学部経営学科、2015年に大学

院経済学研究科、2016年に国際学部

と次々に設置。シャトルバスで結ば

れた花岡・八尾駅前の2キャンパスに

3学部4学科1研究科を配する体制と

なり、2019年には経営学部設置も計画

されている。

1971年に創立者の金澤尚淑博士が

私財を投じて開学して以来、大学名の

通り経済・法律の2学部体制をとって

きたが、「経済と法律、2つの学問の修

得による人格の形成」「実学の精神を

持った人材の育成」「人権の伸長と国

際平和への貢献」の3つを建学の精神

に掲げていることから、国際学部の新

設は自然な流れだったようだ。「研究

を通じて国際平和に寄与する人材を

育成しなければならないという、創立

者の信念を実現するには、やはり国際

学部が必要だという結論に至りまし

た」と説明する。

「開学当初から国際部という部署が

あって、国際交流、国際協力はずっと

やってきたのです。実際に今25カ国・

地域に合計63の協定校があります。

その中には協定

を結んで30年以

上になる北京大

学をはじめ、その

国を代表するよ

うな名門大学が

多数含まれています」（田畑学長）。

田畑学長が「本学の特徴」と自負す

るキャリア教育には、基本的な観点と

して4つの柱が立てられている。進学・

就職に関わらず卒業後の進路を考え

るためのキャリア教育を全員が受け

る「全員化」、初年次からキャリア開発

科目を設ける「早期化」、2年次3年次

のキャリア科目を15名前後のゼミ形

式で実施する「少人数化」、女性、体育

会系学生、留学生等に応じた「属性別

支援」の4つだ。

具体的な取り組みは、正課・正課外

の双方で手厚く行われている。「正課

だけで公認会計士や司法試験等の難

関資格を通すことはできないですし、

かといって正課外で資格だけを目指

すなら専門学校になってしまう」（田
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話の力をつけることを意図していま

す。

小さな教室は、警察官志望の学生

に警察OBの先生がマンツーマンで

試験の直前対策をするといった使い

方にも向いています。キャンパスの

中心にはキャリアセンターとエクス

テンションセンターがあります。キャ

リアセンターは夜20時まで開けてい

て、駅前ですから、就活中の学生がい

つでも相談に行けます。スタッフの8

人中5人はキャリアコンサルタントの

国家資格も持っています」。建物自体

の仕様からスタッフの配置まで、八尾

駅前キャンパスは「全部キャリア教育

用に作られたと言っても言い過ぎで

ない」というわけだ。

そうした取り組みの成果はまず、各

種資格・試験をあわせて年間のべ

1400名ほどの合格者という数字に表

れている。この中には、公認会計士に

現役で合格、税理士試験の2科目に3

年生の時点で合格、慶応、早稲田、中央

等のロースクール（法科大学院）に合

格、等の事例が含まれている。最近で

は、合格率4.1％の難関である司法試

験予備試験に2年生が1人通るという

快挙もあった。

「一人ひとりしっかり見て、その子

に合った方法でどんどんバックアッ

プしていくと、大化けする。それが

本学の強みだと実感しているところ

です」。

八尾駅前キャンパスができ、キャリ

ア教育科目が整備されたことで実就

職率のランキングが上昇していると

いう。田畑学長は、その成果について

こう語る。「2012年度までは、関西の

私立大学で下位グループに沈んでい

ましたが、上位大学をキャッチアップ

するところまで来ました」。

数字ばかりでなく質的な成果も、企

業から、あるいは高校からの評価で強

く実感しているという。

「経済学部が卒論を出さないといけ

ないというのは、私学としては珍しい

のではないでしょうか。そういった

基本の授業と、色々なプログラムを合

わせて、かなり実力の底上げになって

いると思っています。

八尾では、東南アジア含めてグロー

バル展開している企業が規模の大小

を問わず多いので、海外インターン

シップでも協力を頂いてタイやベト

ナムに学生を送っていますが、そこで

『ベトナムに残って働いたらどうだ』

と声をかけてもらったり、地元の企業

から、『大手ばかり狙わないでうちに

来てくれ』との要望が強く出てくるよ

うになりました」。

地元の高校との関係性にも変化が

みられる。従前は、近い大学にもかか

わらず、結構心理的な距離があったそ

うだ。しかし、「この5年くらいは、公

務員志望の生徒さんに、先生から本学

の名前を出して頂けるようになった」

という。

また、「実績が入学者を、入学者が実

績をというように、好循環が生まれる

ことでSコースが発展したという実

感が現場にはあります」と語る。「例

えば2018年の大学案内では、弁護士

や司法書士になった卒業生を7人紹

介しています。87年卒の1人以外は、

Sコースで学んだ卒業生です。そう

いう実績を見て、法曹を目指す生徒に

高校の先生が本学を紹介してくれた

り。警察官志望で、お父さんもおじい

さんも警察官という生徒が、お父さん

に『経法大に行ったら警察官への近道

になる』と勧められたり。志を持って

法曹や公務員を望んで入ってくる学

生が目立ってきました」（田畑学長）。

今後の中期展望として田畑学長は、

現在2880名の収容定員を3000名以

上の規模にして、「特色ある中堅の社

会科学系総合大学」に発展させること

を目標としているという。

経済学を専門とする田畑学長は、中

小企業論における「中堅企業」をイ

メージしている。「定義が難しいです

が、規模はそれほど大きくない、売り

上げでいうと1兆とかではなく、数

百億から数千億円くらい。専門分野

でノウハウを持ち、特色を持つ企業。

こういうのが各業界にあるわけです。

そういう概念の中で、社会科学系総合

大学という分野での『特色ある中堅』

を目指そうということです。

特色とか中堅の中身については、こ

れまでの実績の中から、それぞれが考

えていこうじゃないか、われわれの特

色とは何か、中堅にふさわしい中身は

何か、というのを思い描くプロセスと

ともに、総合性や安定感、そこでの躍

動感をどう作っていくのかは議論し

ているところです」。

実績が志願者を増やし、
入学者が実績を出す好循環

「特色ある中堅の社会科学系
総合大学」を目指して

（角方正幸 リアセックキャリア総合研究所 所長）

http://souken.shingakunet.com/college_m/
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